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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 16,855 6.0 1,829 0.0 1,867 0.3 1,336 5.4

2021年３月期第２四半期 15,901 33.5 1,829 115.6 1,861 114.4 1,268 100.7
(注) 包括利益 2022年３月期第２四半期 1,329百万円( 4.0％) 2021年３月期第２四半期 1,278百万円( 105.6％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 93.25 －

2021年３月期第２四半期 88.50 －
（注）当社は、2021年10月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度
の期首に当該株式分割が行われたと仮定して「１株当たり四半期純利益」を算定しております。
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 28,279 16,309 57.7

2021年３月期 27,958 15,237 54.5
(参考) 自己資本 2022年３月期第２四半期 16,309百万円 2021年３月期 15,237百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 70.00 － 90.00 160.00

2022年３月期 － 90.00

2022年３月期(予想) － 18.00 －

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
※当社は、2021年10月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行ったため、2022年３月期（予想）の１
株当たり期末配当金につきましては、当該株式分割を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は、「－」として記載
しております。株式分割を考慮しない場合の2022年３月期（予想）の１株当たり期末配当金は90円となり、１株当た
り年間配当金は180円となります。詳細につきましては「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」を
ご覧ください。

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,000 2.9 3,000 △25.3 3,000 △26.2 2,100 △19.7 146.55
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

※当社は、2021年10月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。2022年３月期の連結業
績予想における１株当たり当期純利益につきましては、株式分割の影響を考慮しております。詳細につきましては
「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

(注)詳細は、添付資料９ページ「（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作
成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期２Ｑ 14,440,000株 2021年３月期 14,440,000株

② 期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 111,140株 2021年３月期 111,140株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 14,328,860株 2021年３月期２Ｑ 14,330,358株
　

(注)当社は、2021年10月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前連結会
計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」および
「期中平均株式数」を算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は当社が現在入手している情報および合
理的であるとする一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありま
せん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提とな
る条件および業績予想のご利用にあたっての事項等については添付資料４ページ「１.当四半期決算
に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（株式分割後の配当および連結業績予想について）
当社は、2021年６月24日開催の取締役会において、株式分割について承認可決され、2021年10月１

日を効力発生日として、普通株式１株につき５株の割合をもって株式分割を実施しました。なお、株
式分割を考慮しない場合の2022年３月期の配当予想および連結業績予想は以下の通りです。
(1)2022年３月期の配当予想
１株当たり配当金
期末 90円00銭

(2)2022年３月期の連結業績予想
１株当たり当期純利益
期末 732円74銭
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間の当社グループの売上高は、樹脂原料や農薬中間体が減収となった一方、ゴム薬品や

ワニスの増収により168億55百万円となり、前年同四半期連結累計期間（以下、「前年同四半期」）に比べて９億53

百万円の増収となりました。

損益面におきましては、営業利益は18億29百万円（前年同四半期比０百万円増）、経常利益は18億67百万円（同

６百万円増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は13億36百万円（同67百万円増）となりました。

[セグメント別の売上高の概況]

区 分
前年同四半期

当第２四半期
連結累計期間

増 減

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

精密化学品部門 10,595 66.6 9,996 59.3 △598 △5.7

機能材部門 1,324 8.3 1,964 11.7 640 48.3

機能樹脂部門 1,807 11.4 2,312 13.7 505 28.0

化成品部門 1,917 12.1 2,292 13.6 375 19.6

化学工業セグメント 15,644 98.4 16,566 98.3 922 5.9

その他 257 1.6 289 1.7 31 12.4

合 計 15,901 100.0 16,855 100.0 953 6.0

＜化学工業セグメント＞

当セグメントの売上高は、165億66百万円となり、前年同四半期と比べて９億22百万円の増収となりました。

(精密化学品部門)

電子材料の出荷数量は増加したものの、樹脂原料や農薬中間体の販売が減少したことにより、売上高は99億96

百万円となり、前年同四半期と比べて５億98百万円の減収となりました。

(機能材部門)

接着剤およびゴム薬品ともに需要が回復したことにより、売上高は19億64百万円となり、前年同四半期と比べ

て６億40百万円の増収となりました。

(機能樹脂部門)

紙用加工樹脂の需要回復およびワニスの順調な需要拡大により、売上高は23億12百万円となり、前年同四半期

と比べて５億５百万円の増収となりました。

(化成品部門)

可塑剤は、需要の回復により出荷数量が増加したため、売上高は22億92百万円となり、前年同四半期と比べて

３億75百万円の増収となりました。

＜その他＞

化学分析受託事業の売上高は、産業廃棄物分析は減少したものの、組成・構造解析や石綿分析などが増加したこ

とにより２億89百万円となり、前年同四半期と比べて31百万円の増収となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末と比べて２億56百万円増加し、166億80百万円となりました。これは、主としてそ

の他に含まれる預け金の減少を、受取手形及び売掛金や現金及び預金の増加が上回ったことによるものです。

固定資産は、事務研究棟・研究別館レイアウト変更工事等による有形固定資産その他に含まれる建設仮勘定の増

加や、関係会社出資金等の増加により、前連結会計年度末と比べて63百万円増加し、115億98百万円となりました。

この結果、当第２四半期連結会計期間末の総資産額は282億79百万円となり、前連結会計年度末と比べて３億20百

万円の増加となりました。

（負債）

流動負債は、その他に含まれる設備関係債務や賞与引当金は増加したものの、支払手形及び買掛金やその他に含

まれる未払金が減少したことから、前連結会計年度末と比べて６億１百万円減少し、88億99百万円となりました。

固定負債は、前連結会計年度末と比べて１億48百万円減少し、30億70百万円となりました。これは、主として長

期借入金の返済によるものです。

この結果、当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末と比べて７億50百万円減少し、119億69

百万円となりました。

（純資産)

当第２四半期連結会計期間末の純資産額は、前連結会計年度末と比べて10億71百万円増加し、163億９百万円とな

りました。これは、主として利益剰余金の増加によるものです。

　



田岡化学工業株式会社(4113) 2022年３月期 第２四半期決算短信

－4－

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年５月12日に公表した2022年３月期第２四半期連結業績予想と本日公表の同期実績に差異についてお知らせい

たします。また、通期の連結業績予想につきましても下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。

１．第２四半期業績予想との差異について

2022年３月期第２四半期(累計)連結業績予想数値と実績との差異（2021年４月１日～2021年９月30日）

売 上 高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

１株当たり

四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想 (Ａ) 16,000 1,400 1,400 1,000 69.78

第２四半期実績 (Ｂ) 16,855 1,829 1,867 1,336 93.25

増 減 額 (Ｂ－Ａ) 855 429 467 336

増 減 率 (%) 5.3 30.7 33.4 33.6

（ご参考）前期第２四半期実績

（2021年３月期第２四半期）
15,901 1,829 1,861 1,268 88.50

２．通期業績予想の修正について

2022年３月期通期連結業績予想数値の修正（2021年４月１日～2022年３月31日）

売 上 高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当

期純利益

１株当たり

当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想 (Ａ) 34,000 3,700 3,700 2,600 181.44

今回発表予想 (Ｂ) 33,000 3,000 3,000 2,100 146.55

増 減 額 (Ｂ－Ａ) △1,000 △700 △700 △500

増 減 率 (%) △2.9 △18.9 △18.9 △19.2

（ご参考）前期実績

（2021年３月期）
32,057 4,015 4,062 2,615 182.52

※ 当社は2021年10月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。これに伴い１株当たり

四半期（当期）純利益は、前連結会計年度の期首に株式分割が行われたと仮定して算定しております。

差異および修正の理由

2022年３月期第２四半期連結累計期間の売上高は、ゴム薬品やワニス、可塑剤、電子材料などの増収により、当

初想定を上回りました。

営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する四半期純利益は、第２四半期会計期間での連続操業などによる効率

的な生産による原価の低減を行ったことや、固定資産除却損の発生が少なかったことから、前回発表時の予想を上

回りました。

2022年３月期通期連結業績予想につきましては、ゴム薬品やワニス、可塑剤、電子材料などの増収を見込んでい

るものの、需要家の在庫調整による樹脂原料の減収に伴い、売上高は当初予想を下回る見通しとなっております。

営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する当期純利益につきましても、減収や原料価格上昇の影響等により当

初予想を下回る見込みとなっております。

（注）上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後のさ

まざまな要因によって予想と異なる結果となる可能性があります。

　



田岡化学工業株式会社(4113) 2022年３月期 第２四半期決算短信

－5－

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 830,354 1,415,425

受取手形及び売掛金 5,387,325 5,979,006

商品及び製品 3,698,337 3,518,476

仕掛品 293,703 130,229

原材料及び貯蔵品 2,246,707 2,687,551

その他 3,967,440 2,949,947

流動資産合計 16,423,869 16,680,636

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 8,909,583 9,092,207

減価償却累計額及び減損損失累計額 △5,532,326 △5,639,176

建物及び構築物（純額） 3,377,257 3,453,031

機械装置及び運搬具 22,234,782 22,297,120

減価償却累計額及び減損損失累計額 △18,511,194 △18,912,991

機械装置及び運搬具（純額） 3,723,588 3,384,129

その他 4,811,827 5,115,265

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,813,353 △1,873,406

その他（純額） 2,998,473 3,241,858

有形固定資産合計 10,099,318 10,079,019

無形固定資産 34,723 44,086

投資その他の資産

その他 1,401,248 1,476,148

貸倒引当金 △700 △700

投資その他の資産合計 1,400,548 1,475,448

固定資産合計 11,534,590 11,598,554

資産合計 27,958,460 28,279,191
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,892,483 5,488,583

1年内返済予定の長期借入金 355,355 355,960

未払法人税等 747,984 583,448

賞与引当金 457,575 514,074

その他 2,047,597 1,957,066

流動負債合計 9,500,995 8,899,132

固定負債

長期借入金 200,000 50,000

退職給付に係る負債 2,603,756 2,611,319

その他 415,814 409,292

固定負債合計 3,219,570 3,070,611

負債合計 12,720,566 11,969,743

純資産の部

株主資本

資本金 1,572,000 1,572,000

資本剰余金 1,008,755 1,008,755

利益剰余金 12,600,052 13,678,308

自己株式 △39,513 △39,513

株主資本合計 15,141,294 16,219,550

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 51,090 53,370

為替換算調整勘定 19,257 19,873

退職給付に係る調整累計額 26,250 16,652

その他の包括利益累計額合計 96,599 89,896

純資産合計 15,237,893 16,309,447

負債純資産合計 27,958,460 28,279,191
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 15,901,230 16,855,207

売上原価 12,533,702 13,259,905

売上総利益 3,367,528 3,595,301

販売費及び一般管理費 1,537,911 1,765,507

営業利益 1,829,617 1,829,793

営業外収益

受取利息 1,446 2,566

受取配当金 18,526 20,107

その他 16,346 16,436

営業外収益合計 36,320 39,111

営業外費用

支払利息 2,119 1,515

その他 2,792 7

営業外費用合計 4,911 1,522

経常利益 1,861,026 1,867,382

特別損失

固定資産除却損 79,986 4,120

特別損失合計 79,986 4,120

税金等調整前四半期純利益 1,781,039 1,863,261

法人税、住民税及び事業税 520,649 547,691

法人税等調整額 △7,806 △20,605

法人税等合計 512,843 527,085

四半期純利益 1,268,195 1,336,175

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,268,195 1,336,175
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 1,268,195 1,336,175

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 17,195 2,279

為替換算調整勘定 △2,732 615

退職給付に係る調整額 △4,166 △9,597

その他の包括利益合計 10,296 △6,702

四半期包括利益 1,278,492 1,329,473

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,278,492 1,329,473

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

原価差額の繰延処理

操業度等の季節的な変動に起因した原価差異が発生し、原価計算期間末までにほぼ解消が見込まれる場合に

は、当該原価差異を繰り延べております。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財またはサービスの支配が顧客に移転した時

点で、当該財またはサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これ

により、従来は、有償支給取引について有償支給した支給品について消滅を認識しておりましたが、支給品を

買い戻す義務を負っている場合、当該支給品の消滅を認識しない方法に変更しております。この結果、従前の

会計処理と比較して、当第２四半期連結会計期間末の原材料及び貯蔵品は85,304千円、流動負債その他は

85,304千円それぞれ増加しております。

なお、収益認識会計基準等の適用による損益及びセグメント情報に与える影響はありません。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ておりますが、利益剰余金期首残高に与える影響はありません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項および「金融商品に関する会

計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会

計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸

表に与える影響はありません。

　


